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ンパス改革整備を驚きの目で眺めているかもしれません。昨年、すがも鴨台観音堂完成、旧中山道である庚申塚通りに面し新たに南門を新設し、広く一般の方々も訪れることができる交流スペースが誕生しました。こうしたキャンパス整備も、地域貢献の促進を狙いとしたものです すがも鴨台観音堂も多くの方々が訪 ていますし本学をスタート地点と て 庚申塚通りを花で彩る「すが 花街道プロジェクト」も進行中です。このほか「光 ことばのフェスティバル」 「鴨台盆踊り」などのイベトも地域にすっかり定着 ています。　
そして、教育開発推進センター、鴨台プ





提供することが最も大きな使命です。しかし、それは単に必要な単位を修得し 学士として世に出 という形式的なことで ありません。知的好奇心が刺激されて学問の面白さに気づいたり、さまざま 活動 通して人や社会との関わりを学んだり、何らかの成長があってこそ、大学で学んでよかったという本当の満足感 充実感が得られるはずです。その意味でも 与えられる学びではなく、自ら求める学びを実践してほしいと思います。自由な時間を過ごせることが大学生の特権 から、ぜひ様々なことに挑戦して、自分の世界を広げてほ いと思います。　
もちろん、学生の自立を願う保護者の皆







平成 25 年 5 月に落慶した「すがも鴨台観音堂（通称：鴨台さざえ堂）」




性の中で成り立っているものです。地域や社会の中で学ぶ この関係性を身をもって学ぶことができます。知識を教室で学ぶだけでなく、社会 活か ことを実践で身につけます。そして、喜びや困難をともに経験すること 、思いやりの心が育まれるでしょう。これが、まさに「智慧と慈悲の実践」 につなが いくのです。





























ことです。学習や友人関係、就職活動などにおいて、失敗を恐れるあまり行動をためらってしまう人がいます。勇気を出して、失敗と向き合 、乗り越えてほしいのです。やってみよう 思い実行する。できたこと、できなかった を振り返る 次に向けて改善する。学びは、こうした試行錯
誤を継続し、だんだんと深まっていくものです。それが学び続けること、すなわち「真理」 「幸せ」を探究し続けることです。　
そう考えると、大学での学びは高校まで










るなど、あたりまえのことが思い浮かびます。これまで、これらを守らないことはよくないことだとなんとなく理解し、実践してきたことでしょう。では、あらためて質問しますが、マナーを守らないことがなぜよくないことで 守 こ がなぜ正しいことなのでしょうか？　
ファッションモデルの話です。ファッ















てしまうということもあるでしょう。ただ一方で、人は一人では生きられないということは、やはり事実です。仏教では、生きるというより、生かされているという考え方をします。与えられた命なのです。そして、それは自ら全うするだけで く、他者にお返しする（利他）ことが求めら ます。こうした関係性が共生に広がって くので　
共生とは文字通り、ともに生きることで
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    に注意し、建物のそばから離れる  
    （落下物の恐れがある場所から離




   す 場合に、支援制度を設けています。
   詳しくは学生部にご相談ください。
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???????????? ?? ? ??? ? ? ?? ??????????支え合い、大正大学に関わるすべての人々を温かく迎えるキャンパス。新入生の皆さんもその一員です。高校と違い、自分で授業を選んだり、さまざまな活動に参加したり、いっそう自主性が求められます。でも、大丈夫。先生方、職員・スタッフが皆さんを親身にサポートします。














































































































































































❸ 求人票コーナー ❹ パソコンコーナー
❺ U・I ターン資料コーナー ❻ CECセミナールーム























とです。考える、追求するとは本来そういうことでしょう。これが、形があるものだとある程度ゴールは見えてきますが、演劇であったり落語であったり、そういうモノをつく ていくという とは、やり尽くして、もうできることはほとんど残っていな というところま いきます。それでも考える。だから、面白いのです。落
語がなくても世の中は動きますから、ふつうの人にとってはどうで
もいいことでしょう。そういう落語でも、四六時中ずっと考えてやって くと、何か見つかるんじゃないか。生きがいというのは、ど に見出すかということでしょう。談志師匠がテレビ番組の中で「割り箸一本見てずっとそれで過ごせるようになったら、こんなにいい生きがいはない」 話して た とがあります。割り箸からいろいろな を妄想し
てふくらんでいったら、それはそれで楽しいでしょう。なんだ食べるための道具じゃないかで済ませたら、それで終わりです。それが、割り箸 なくて、落語、映画、音楽、小説、何でもいい。どんなことでもそこから広げていけたらいいのです。 や芝居を見 すぐ筋を忘れてしまうなんてもったいない しょう。そ
の意味でも、大事なのは人生経験です。ふつうに落語をやって面白


















森口博子さん、北原佐和子さん、ミッキー・カーチスさん が着ぐるみを着て虫になって出て来る。最初 お客さんは唖然とするわけです。だ だん話がシリアスな展開になっていきますが、とにかく
それぞれの分野で名を成している人たちが汗水流して夢中になってやっている。最後には涙まで流すの す。こ
れを若い役者がやったらしんどいでしょう。知名度がまったくない
のですから。ふつうはお客さんも怒ります。そこで私がアドバイスするとしたらこう言うでしょう。 「もっと真剣にやりなさい。真剣にやれば必ず見えてく ものがあるから」と。その一生懸命さが、有名な人たちが演じている以上に心を打つのだと思います 大ベテランの脚本家である石森史郎先生 舞台を見て「若いっていいな。若いのが一生懸命やっている。これが演劇なんだよね」とおっしゃっていました。お客さん 反応 良かったのも、若い役者たちの熱が伝わったからでしょう。演
技について言えば、いい役者、上手い役者の言葉にはメロディがあ
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領域を専門に仕事をしてき 「宗教について勉強していると、どう ても戦争のことを知らなければならないという場合がある」 星川先生は言います。 ま世界で起こっている内戦や紛争、さらに人間歴史を振り返れば、 「宗教」と「戦争」が密接に連関してい ことがわかるで ょう。
　
同書では、宗教と戦争の共通項が浮き彫り
にされます。宗教も戦争も、不可思議な矛盾をはらんだ営みであると。宗教は、人に平安を与えたり、人を救済す 一方、他宗教に非寛容であっ 戦争を推し進めたりする。戦争という「悪」にしても、それらのすべてが純然たる悪意 源としているとは言い切れない。この矛盾から、さ に深 人間の本質に迫っていきます。　
人間は、 理想や道徳を頭で知ってはいても
必ずしもその通りに生きて くことはできせん。それが、現実の人間の姿です。 「宗教と戦争」のテーマにお ては、そうした「人間の根本的な矛盾」が露わになり　「戦争研究と宗教研究という二つの領域を橋渡しする」ことを狙いとしながらも、同書がめざすのは狭い意味で 宗教や戦争 かかわる議論に留まりません。それらの問題を手がかりに、人間の根本的な矛盾を自覚 人は何のため 生きる か、なぜ や葛藤を
背負わざるを得ないのか、など広く深い問いを投げかけます。そこに宗教が深くかかわっていることは否定できないでしょう。　
もちろん、日本の仏教者および世界の諸宗
教が、世界平和の実現に向けて努力していることは自明のことです。同書 も平和へ 葛藤の章を設け、さまざまな取り組みにつ て考察しています。さらに、戦争の歴史から、キリスト教、ユダヤ教、イスラム教等の宗教生理学、精神医学、哲学 テロやアメリカ軍事と宗教の関係などの問題まで、多面的に論じられている点で、まさに他に類を見ないユニークな一冊であると言えます。　「宗教」 「戦争」という人間が背負う大きなテーマを、大学生や一般の人々に向けてわかりやすく解説しているこ も特徴 す。本学をはじめ、桃山学院大学、慶應義塾大学等でテキストとして採用されることが決まっています。　人は優しさや善意を持つ一方で、どうしよ

































































































ていくものと思われます。鴨台花壇カフェでは、コーヒーをはじめとした飲物や軽食を提供する予定で、学生だけではなく 大学を訪れた地域の人々が気軽に休息できる場としても活用される予定です。また、庚申塚商栄会 大正大 が連携して
 商店街とキャンパス内に
季節の花々を植えて魅力的な街づくりを行っている「すがも花街道プロジェクト」と連動したイメージとなるようにカフェ周辺の緑化工事も行われ、四 折々の雰囲気が表現される計画です。
鴨台花壇カフェ完成予定図
1月２1日に執り行われた地鎮式の様子
